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青少年ワークキャンプ（8 月 5 日）
૯߹෱ࢱηϯλʔかΒిंを৐Γ͗ܧɺ

て͖·したɻͬߦの「͋ΓのΈίʔε」にࢢ઒ࢢ

夏休みボランティア
「ՆϘϥઆ໌ձ」にࢀՃした学生たち͕ɺ

ՆٳΈதに༷ʑͳϘϥϯςΟΞ׆ಈにऔΓ૊Έ·したɻ

ゆいまーる習志野の夏まつりで縁日のお手伝いをしました

気分爽快のスカイライダー

みんなで集合写真

平成 29 年 10 月 1 日発行（年４回／ 4 月 1 日、7 月 1 日、10 月 1 日、1 月 1 日発行）この広報紙は共同募金の一部によって発行しています。※ 本紙は再生紙を使用しています。

この表紙の内容の詳細は、
6ページをご覧ください。



੺͍Ӌࠜڞಉืۚӡಈʹ͝ྗڠΛ͓͍͠ئ·͢

੺͍Ӌࠜڞಉืۚɹؒظɿ��݄�೔ʙ��݄��೔
赤い羽根共同募金はわたしたちの町や暮らしを少しでも良くしようと、がんばっている人たちを応援するために使われる募金です。
昨年度(平成28年度)は、習志野市内で12,927,510円集まりました。ご協力ありがとうございました。

ԉʹʜࢧҭͯࢠ
『ふくっぴーファミリーサロン』
の運営

ϘϥϯςΟΞ׆ಈʹʜ
・福祉車輌の貸出
・ボランティアの養成

ো͕͍ऀࢧԉʹʜ
・わくわく交流会
・青少年ワークキャンプ

৺഑͝ͱ૬ஊʹʜ
心配ごと相談所の運営

ͷͨΊʹʜࢱ෱ऀྸߴ
・習志野市あじさいクラブ
　( 老人クラブ ) 連合会
　芸能大会など行事開催

ͷͨΊʹʜޢར༴ݖ΍ো͕͍ऀͷऀྸߴ
・福祉サービス利用援助事業の運営

じぶんの町をよくするしくみ

෱ࢱͷ̧̥ʹʜ
・『ふくし習志野』の発行
・社協掲示板の設置・修理

　■�■�■　笑顔をつくり出そう　未来への扉を開いて　■�■�■
� ϖーδかΒ �ϖーδ下෦に͞ࡌهれているメοηーδは、
小・த・ߍߴੜのࣇಐ・ੜెがߟえͨ΋のです。

ɿ��݄�೔ʙ��݄��೔ؒظ຤͚͍ͨ͋͢ืۚɹࡀ
歳末たすけあい募金は、共同募金の一環として行なわれます。

昨年度(平成28年度 )は、習志野市内で　7,574,373円　集まりました。
。Θれます࢖にࢱ಺の஍Ҭ෱ࢢ຤ͨす͚͋い募ۚは、શֹがҎ下のと͓り習志野ࡀ

ฏ੒ ��೥౓　ࡀ຤ͨす͚͋い募ۚの࢖いΈち

ฏ੒ ��೥౓ 	 ˞ 
 の੺いӋࠜڞಉ募ۚの࢖いΈち　	˞
 ੺いӋࠜڞಉ募ۚは、前೥౓ूΊͨ募ۚがཌ೥౓に࢖Θれています。

ϘϥϯςΟΞɾࢢຽ׆ಈηϯλʔͩΑΓʮ෩
͔͙͟Δ·

ंʯͷൃߦ
ϘϥϯςΟΞηϯλʔ֐ࡂ
্ཱͪ͛ɾӡӦ܇࿅ͷ࣮ࢪ
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ɹू·ͬͨืۚ͸ɺͲͷΑ͏ʹ࢖ΘΕΔͷʁ

　市内で集まった募金額の 70％は、千葉県共同募金会から習志野市社協に助成され、習志野市の地域
福祉に使われます。30％は、千葉県内の民間福祉施設へ助成されるほか、大規模災害のための準備金
として積み立てられます。



　■�■�■　歴史ある　赤い羽根のボランティア　■�■�■ 3

地域の子どもたちに、無料や低額の料金で食事を提供する
子ども食堂の取り組みが全国的に広まっています。経済的な
理由や家庭の事情で、満足に食事がとれなかったり、独りで
食事をとることを余儀なくされている子どもを支えようとす
るものです。子どもを囲んだ食事は地域交流の場にもなって
います。

習志野市内においても、子ども食堂が続々とオープンして
います。
「ならしの袖っ子テーブル」は地元有志が立ち上げ、昨年

12 月にオープン。食材は肉などの生鮮食品は購入、調味料
などは「フードバンクちば」から提供を受けています。また、
毎回旬の野菜を知人からいただいています。7 月末に行なわ
れた「ならしの袖っ子テーブル」では親子連れら 34 人が参加、
賑わいを見せていました。この日はコロッケと煮物、デザー
トの冷やし白玉ぜんざいなどのメニューで、食事をとりなが
ら交流を図っていました。3 人の千葉工業大学の学生もボラ

ンティアとして参加し、配膳なども参加者の親子が共に行な
い、子どもの自主性や社会性を育んでいました。食事の後は、
地域ボランティアによるお楽しみの絵本の読み聞かせ。子ど
もたちは聞き入っていた様子でした。子どもたちを独りにさ
せない居場所であり、だれもが安心して過ごせる地域交流の
場となっているようです。

実籾 2 丁目の「ならしの地域福祉事業所 ぬくもり」は地
元の連合町会や保護司などと協力し、同じく昨年 12 月に地
域食堂「みんなの広場みもみ」をオープンしています。当事
業所では社会連帯活動を模索していたところ、地域社会にお
ける子どもの実態を知ったことがきっかけとなり、子ども食
堂を始めたとのこと。「子どもだけでなく、地域の誰もが参
加できるような食堂にしたい。」そんな強い思いで運営して
います。

また、「みんなの広場みもみ」では地元の子ども会と協力し、
東習志野地区に出張して子ども食堂を開催しています。

「ねぇ聞いて、今日ね・・・」。生徒が来るたびに楽しそう
で、他愛のない会話が漏れ聞こえてきます。こうして、「フリー
★スタディ習志野（以下 フリ★スタ）」の講習が始まります。
通ってくる生徒は、年頃の子どもらしく、友人のことや学校
での出来事を話してくれます。講師も本気でその話に付き合
うことで、生徒とより良い関係を築いていけるよう、個別学
習支援を行なっています。

家庭や経済的な事情で学習塾等に通えない中高生などが
無料の「フリ★スタ」に通っています。「フリ★スタ」では、
生徒が学習する楽しさを知り、努力の成果を確認できること
で将来への不安を解消できるようにサポートしています。ま
た、学びの場としてだけでなく、講師や仲間とのコミュニケー
ションを円滑に図り、社会参加への 1 つのツールとしても活
用できるよう心がけています。

生まれ育った環境に関わらず、本当にやりたいことを将来
の夢として自分で決め、育んでいけるように講師が生徒をサ
ポートしています。

【問合せ】  
らいふあっぷ習志野 
習志野市津田沼 5-12-12　サンロード津田沼 6 階 
電　話　453-2090（開所日時：月～金曜日

　　　　　　　　午前８時 30 分～午後 5 時）
　『らいふあっぷ習志野』
は生活と仕事の相談窓口
です。
　お気軽にご相談くださ
い。

習志野にもあります ～子どもを囲んだ地域交流の場①～

中高生向け
個別学習支援事業「フリー★スタディ習志野」

頼れる講師のみなさん

ͳΒしの�କͬ子ςʔϒϧ
【場　　所】　 袖ヶ浦公民館 2 階　講義室Ａ 

（袖ヶ浦 2-5-1）
【開催日時】　毎月第 2・4 木曜日　午後 6 時～ 8 時
【参 加 費】　子ども（中学生まで）100 円、大人 300 円
【問 合 せ】　「ならしの 袖っ子テーブル」運営委員会
　　　　　　伊藤　電話 090-1541-8847
　　　　　　佐藤　電話 090-2567-2660

ΈΜͳの޿場ΈもΈ
【場　　所】　 実籾消防会館（第 7 分団詰所 2 階） 

（実籾 2-12-44）
【開催日時】　毎月第 2 土曜日　正午～午後 2 時
【参 加 費】　子ども 100 円、大人 300 円
【問 合 せ】　「みんなの広場みもみ」（ならしの地域福祉事業所 ぬくもり内）
　　　　　　電話 476-8648
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஍ҬͰߦͳΘΕΔΠϕϯτΛ
঺հ͠·͢ɻ

͜のଞに΋ࢢ಺֤஍Ҭでͨく͞ΜのΠϕント
が։͞࠵れる༧ఆͩよ。ͥͻࢀՃしてΈてね̇

商店街関連のおまつり情報はこちらをどうぞ♪
IUUQ���XXX�TIPQMBOE�O�DPN�FOUSZ�3�3��
（γϣοプϥンドなΒしの�΢ΣϒαΠト）

୩ɹ௡ ɹੈࡾ୅;Ε͍͋ަྲָྀ͓͠Έձ
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৔ɹॴɹ୩௡ެຽؗ
಺ɹ༰ɹऀྸߴͱࢠͲ΋ͨͪͷަྲྀ

　■�■�■　町を良くする　未来が変わる　赤い羽根　■�■�■4



ฏ੒��೥ �݄�೔ʙฏ੒��೥ �݄��೔
金મد෇ 　城之内照和　増田美代子　吉浦静雄　株式会社エステート・ラボ　株式会社マルエツ　吟亮流千葉吟風会　
吟亮流千葉吟風会詩吟の集い福祉募金　習志野市芸術文化協会　福祉イベント実行委員会　ボートピア習志野（株式会社テック・エステート）
明治大学校友会習志野地域支部　手芸ボランティア
෺඼د෇ 　谷津コミュニティーセンター運営委員会

෇͋Γ͕ͱ͏͍͟͝·ͨ͠（敬称略）د͝

日常生活に援助が必要な在宅高齢者のサポートをす
るボランティアの養成講座です。
日　時　�11 月 17 日（金）、24日（金）、12月 1日（金）

いずれも午前 9時~正午
　　　　�上記日時のほか、市内の各施設等での現場実習

2日間
会　場　�総合福祉センター 2階　いずみの家「研修室」ほか
対　象　①�市内在住で高齢者のサポートをする意欲があ

る方
　　　　②原則として全日程に参加できる方
　　　　③年齢不問

内　容　�「介護保険法改正のポイント」や「介護予防・日
常生活支援総合事業について」そして、高齢者
を具体的に支えるための「知識や技術（実技）」
を学び、実際に高齢者を支える活動において実
習をしていただきます。

定　員　30名（先着順）
参加費　無　料
持ち物　�筆記用具持参のうえ、動きやすい服装で参加し

てください。
申込み期間　�10月 3日（火）から11月 10日（金）まで
申込み・問合せ　ボランティア・市民活動センター

参加者大募集　�γχΞαϙʔλʔཆ੒࠲ߨ�

地域住民が歩いて行けるより身近な場所で実施して
いる住民の交流や仲間づくり、生きがいづくり、閉じこ
もり予防・介護予防などを行なう地域住民の集まり（社
協支部が取り組んでいる「ふれあい・いきいきサロン」
や「子育てサロン」を除く）に対して助成をしています。
平成 27 年度から平成 29 年度をモデル期間とし、平
成 30 年度から本格的に実施していきます。
右記の（1）～（10）全ての項目にあてはまる集まり
が支援条件となります。
平成 29年 6月末日現在、市内 16か所の集まりに助成
をしています。現在、地域住民の集まりを主催している方、
サロンを検討されている方、申込みをお待ちしています。

（支援条件）※以下の支援条件は、平成 30 年度（モデル
期間終了後）から変更になることがあります。
⑴地域住民への働きかけをすること
⑵年間 12回は開催すること
⑶�年間（4月 ~3月）の計画案（開催日・参加人数・活動内容）を 5月
に所定の用紙で報告すること

⑷�年間（4月 ~3月）の報告書（開催日・参加人数・活動内容）を 3月
に所定の用紙で報告すること

⑸�定期的に 3人以上集まる地域住民が運営する（仮称）地域サロンであ
ること

⑹�開始から 1年間は継続できること
⑺�市や自治会から集まりを運営するための助成金をもらっていないこと
⑻�営利目的でないこと（但し、参加費等の実費程度の徴収は除く）
⑼政治・宗教的な活動でないこと
⑽活動拠点のある地区の社協支部と連携を図ること
問合せ・申込み　社協�地域福祉課

「地域住民の集まり」を応援します ~ 地域サロンをはじめてみませんか ~

　■�■�■　みんなで少しずつ協力して　仲良く幸せになる募金　■�■�■ 5

新
役
員
紹
介

社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
に
よ
り
、
社
会
福
祉
協
議

会
の
新
し
い
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
��
年

�
月
��
日
か
ら
平
成
31
年
�
月
の
定
時
評
議
員
会
の
終
結

の
時
ま
で
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

理
　
　

事

海
寳
　

嘉
胤

知
識
経
験
者

〃

高
橋
　

君
枝

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

〃

田
所
喜
美
子

赤
十
字
奉
仕
団

〃

髙
橋
　
　

勝

社
会
福
祉
協
議
会
支
部

〃

広
瀬
　

宏
幸

社
会
福
祉
協
議
会

〃

鈴
木
と
し
江

社
会
福
祉
協
議
会
支
部

〃

太
田
　

想
三

社
会
福
祉
協
議
会
支
部

〃

滝
口
　

千
代

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

〃

小
川
　

俊
子

障
が
い
者
関
係
団
体

〃

岡
崎
　

幸
子

社
会
福
祉
法
人

〃

豊
嶋
　

國
威

特
定
非
営
利
活
動
法
人

〃

尾
崎
　

克
彦

連
合
町
会
連
絡
協
議
会

〃

岩
澤
　

良
隆

知
識
経
験
者

〃

藤
田
　
　

勉

知
識
経
験
者

〃

遠
山
　

慎
治

市
健
康
福
祉
部

監
　

事

森
田
　

孝
司

知
識
経
験
者

〃

平
澤
　

規
雄

知
識
経
験
者

顧
　

問

宮
本
　

泰
介

習
志
野
市
長

ձ௕�ւ
かい

ሟ
΄う

Յ
よし

Ӂ
ͨね



૯߹෱ࢱηϯλʔ͔Βʮ͋ΓͷΈίʔεʯ·Ͱ͸ɺ
ెาɾిंͰҠಈ͠·ͨ͠ɻ

Έϋϯόʔάͱࠐࣽ
ΧϨʔϥΠεΛ࡞Γ·ͨ͠ɻ
ͱͬͯ΋͓͍͔ͬͨ͠ͳɻ

஑ʹམͪͳ͍͔ͳʜ
ʮ͋ΓͷΈίʔεʯͰυΩυΩͷΞεϨνοΫʂ

కΊ͘͘Γ͸ɺΩϟϯϓϑΝΠϠʔʂ
Վͬͯགྷָ͔ͬͯ̇ͬͨ͠ʔ̇

夏休み初日の７月21日（金）に、小・中・高校生向け「夏ボラ説明会」を実施しま
した。参加した38名は、市内福祉施設へ行く前に「ボランティアの心がまえや注意
点」などを学びました。

参加者は、夏休みを利用して高齢者施設での話し相手やお茶出し・夏祭りの手伝い、子育てサロンでの掃除や見守りなど
の様々なボランティア活動に取り組みました。そのボランティア活動の様子を紹介します。

参加者自身で企画した青少年ワークキャンプ！
８月５日の当日朝、何となく雨が降りそうなお天気だったため、晴れ用・雨用どちらのお出かけ先にするか全員による多数

決で決め、晴れ用で計画を立てていた市川市大町にある「ありのみコース」へお出かけをしました。
総合福祉センターから新習志野駅まで徒歩、電車を乗り継ぎ北総線の大町駅へ。そこから、もうひと踏ん張り歩き「ありの

みコース」へ到着しました。「ありのみコース」は、スカイライダー（表紙写真）をはじめ、丸太のイカダなど数えきれない
ほどのアスレチックや、じゃぶじゃぶ池がありました。昼からは、太陽が照り付ける厳しい暑さとなりましたが、緑あふれる
自然の中みんなでアスレチックを思う存分楽しみました。

帰りは、新習志野駅にあるスーパーに寄り、冷たいアイスを食べてホッとひと休みしてから総合福祉センターへ無事に戻りま
した。

その後は調理室で夕食づくり。班に分かれて自分たちで決めたメニューを、みんなで協力して作りました。
キャンプファイヤーでは、係のメンバーが一生懸命準備した出し物や、歌、ダンスで盛り上がり、とても充実した楽しい

ワークキャンプになりました。
10月15日（日）のステージ③では、新習志野駅前で赤い羽根共同募金の街頭募金活動を行ないます。

夏 ボ ラ 体 験 報 告

青少年ワークキャンプステージ②を実施しました！

小学２年生から、夏休み期間中にボランティア活動を続けている近藤綾人さん。
お姉さんと一緒にボランティア活動に参加したことがきっかけで、高校1年生に

なった今も、夏休みには「かがやきデイサービス京成谷津」を訪問し、夏祭りボラン
ティアに参加しています。夏祭りでは、特技のマジックを披露します。

この日、披露したのは長い棒を浮かせたり、回したり、飛ばしたりする「フラワー
スティック」と、指先のマジック「シンブル」というマジック。近藤さんの華麗な手
さばきに、利用者の皆さんも歓声を挙げていました。

ΓϘϥϯςΟΞࡇ੒୩௡ʯʗՆژ�ઃʮ͔͕΍͖σΠαʔϏεࢪऀྸߴ˔

˔୐࿝ॴʮΈ΋Έͷ͍͍͠͞Μͪʯʗ͓࿩͠૬खɺ৯ࣄͷ४උͳͲͷϘϥϯςΟΞ

小学校4年生・るみなんさんの感想
おじいちゃん、おばあちゃんたちはすごく楽しんでくれたり、元気に見せてくれていた

ので、うれしいな～と思いました。
しょうがいの子もうれしそうに、楽しそうにわらっているなーと思いました。
さいごに、これらをまとめていいたいのは、おじいちゃん、おばあちゃん、しょうがい

の人にも幸せがあるんだなと思いました。

９：４０

１６：３０

１１：３０

１８：３０

　■�■�■　ありがとう　幸せ作る羽根募金　■�■�■6



暑さ厳しい 7 月のある日の午前中。総合福祉センター

2 階 いずみの家「栄養指導実践室」では、耳の聞こえな

い人と手話サークルの人達 18 名が集まり、そうめんを

作っていたよ。具材には大葉・みょうが・万能ねぎなど

を刻み、静かな空間の中にも、「手話」や「触手話」「身

振り」を交え、参加者のみなさんが交流をしていたよ。

なかには、相手の口の動きを読み取る「口話」で相手の

話を理解しようとしていた方もいたよ。

『ぽっかぽか』は耳の聞こえない人と聞こえる人が互い

に協力して、耳の聞こえない高齢者や他の障がいも重複

している人達と交流をしている仲間なんだ。毎月のよう

に調理や折り紙、バス旅行など、実行委員が年間計画を

もとに毎月末に打ち合わせを行ない、企画・運営してい

るんだって。だから、参加者全員が笑顔いっぱいで楽し

んで参加しているよ。役割分担がはっきりしていて、自

分ができることをみんな率先して行なっているんだ。

出来上がったそうめんとデザートのリンゴはとっても

おいしかったね。耳の聞こえない人は不安や悩みを抱え

ている日常がある中で、こうやって気心の知れた仲間同

士で集まることは楽しくもあり、ホッとする場なんだろ

うなぁ。

【問合せ】

ぽっかぽか実行委員会　佐々木

（FAX 477-4559）

ふくっぴー レポート
『ぽっかぽか』の活動をふくっぴーが紹介します♪

はーい♪ボクふくっぴー。
今回は、耳の聞こえない人と
手話サークルの人達が交流
をしている『ぽっかぽか』の
活動に参加してきたよ♪

　■�■�■　一人でも協力すれば　笑顔の種になり成長できる　■�■�■ 7



編集すんで、夜が明けて…編集すんで、夜が明けて…
「子Ͳ΋のශࠔ」「ශࠔの࿈࠯」というݴ༿を਺೥前より、৽
ฉใಓなͲでよく໨にするようになりましͨ。
日ຊはੈք有਺のࡁܦେࠃで͋るに΋かかΘΒず、子Ͳ΋の
�ਓに1ਓはශࠔঢ়ଶに͋り、ͦのශࠔの࿈࠯がࢭΊΒれない
にگしいঢ়ݫに͋るといいます。ͦのதで΋特にگతなঢ়ػة
ஔかれているのが、ۙ೥૿Ճ޲܏に͋るͻとり਌ੈଳです。ͻ
とり਌ੈଳの૿Ճは͞ま͟まなڥ؀のมԽを΋ͨΒす΋のの、
日ຊではे෼なର応が͖ߦಧいて͓Βず、より一૚ਂࠁな΋の
となͬているようです。
ͻとり਌ੈଳのශࠔは、子Ͳ΋のශࠔに௚݁し、͞Βには࣍
ੈ୅΁のශࠔ΁とͭながͬていくʜ。す΂ての子Ͳ΋ͨちが໌
るいະདྷをࢥいඳ͖、݈΍かに੒௕する͜とはで͖ないでしΐ
うか。（,）

Q 問題だよ！

　答え・郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号
を書いてハガキ、FAX、E メールのいずれかで 10 月
31日（火）（消印有効）までに応募してね。
　正解者のうち抽選で 3名様に、『特製図書カード』を
プレゼント！　正解及び当選者は「ふくし習志野」1
月 1日号で発表するよ。

　今号の特集に掲載されている「地域の子どもたちに無料
や低額の料金で食事を提供する場」は何と呼ばれているで
しょうか？
①子ども食堂　　②学生食堂　　③地域食堂

《正　解》②150号
《当選者》伊藤洋子　小堤清子　西山篤志
　　　　　眞下千夜　三須憲一

前号の正解と当選者（敬称略）

ɹंΠεͷ··৐ंͰ͖Δ෱ंࢱ᫑Λӡస͠ɺެڞͷަ௨ػ
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ओɹ࠵ɹशࢤ໺ࢢ�ӡసϘϥϯςΟΞͷձ
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ɹशࢤ໺ࣾࢢձ෱ٞڠࢱձͰ͸ɺઍ༿ڞݝಉืۚձशࢤ໺
ࢢ໺ࢤͷٛԉۚΛืू͍ͯ͠·͢ɻशهձͱͯ͠ɺԼࢧࢢ
ࣾձ෱ٞڠࢱձ（ઍ༿ڞݝಉืۚձशࢤ໺ࢧࢢձ）૭ޱʹͯ
͓༬͔Γ͓ͯ͠Γ·͢ɻ

໊称 ड෇ؒظ
（෱Ԭݝ）ฏ੒��೥�݄�೔
͔ΒͷେӍٛ֐ࡂԉۚ ฏ੒��೥��݄��೔（ਫ）
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ٛԉۚͷืू
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ɹࣾࢧڠ෦Ͱ͸ɺʮͨͬࠔ�ྡ྆ݢࡾ͏͜޲ͱ͖ͷ�͑͞͞ ͍͋ʯ
ͷਫ਼ਆͰɺՈࣄͳͲͷॅຽͷ͓ࠔΓ͝ͱΛॅຽಉ࢜ͷͭͳ͕
ΓͰղܾΛਤΔʮॅຽࢀՃܕՈࣄԉॿ౳αʔϏεۀࣄʯΛ࣮ࢪ
͍ͯ͠·͢ɻ
ɹ͜ͷʮॅຽࢀՃܕՈࣄԉॿ౳αʔϏεۀࣄʯͷྗڠһΛஉ ɾੑ
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କϲӜͷ֤஍۠ͷࣾࢧڠ෦
˞�্ ͱ͍͏ํ΋ซ͍ͤͯͨ͠ྗڠ෦Ҏ֎ͷ஍ҬͰࢧूืه
ืूΛ͓ͯ͠Γ·͢ɻ͓ܰؾʹ͓໰߹͍ͤͩ͘͞ɻ

ʲ಺ɹɹ༰ ɹrઐ໳తͳٕज़΍֨ࢿΛཁ͠ͳ͍ՈࣄͳͲͷࢧԉ
ʲ׆ಈ࣌ؒ ɹr̍ճͷ๚໰ʹ͖ͭ̍ʙ̎࣌ؒఔ౓
ʲਃࠐΈɾ໰߹ͤ ɹrࣾڠ�஍Ҭ෱ࢱ՝

ͱ͖ͷ�͑ͨͬ͞͞ࠔ�ྡ྆ݢࡾ͏͜޲ ͍͋

ʮॅຽࢀՃܕՈࣄԉॿ౳αʔϏεۀࣄʯͷ
！！һେืूྗڠ

ঁੑも׆༂தですʂ


